
令和８年度 千葉県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標

積極的に英語を使い、コミュニケーションを楽しみ、自分の気持ちや考えを伝え合うことが

できる児童の育成

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

児童の英語力向上のため、県として事業や研修等を継続的に実施し
ていく。
◆外国語担当指導主事による授業参観及び指導助言
授業参観及び指導助言を継続的に行うことで、各授業のめあてや
目標の達成に向けて、児童が楽しみながら活動できるよう、授業構成
や言語活動の目的、場面、状況の設定等について指導助言していく。
また県HPやMEXBEＴを活用したパフォーマンステストの実施について
も周知し、未実施校や実施の少ない学校の減少を目指す。
◆各種研修の活用
・外国語教育小・中連携推進協議会
小・中学校の外国語担当教員が各校種の指導内容や指導方
法について相互に理解を深めるとともに、県内各地域の外国語教
育における小・中連携の推進を図ることで小中連携をより強化し
ていく。
・小学校外国語スキルアップ研修
英語音声に気づかせる指導法や、英語音声から読み・書きに
つなげる指導法を学び、授業改善につなげていく。また研修内容
をもとに参加者が各所属校で校内研修を行うことで周知していく。
・指導主事研修会
各学校での授業改善や言語活動がさらに充実するように、全県
の指導方針の統一や連携強化を図るため、情報交換や勉強会
等を行うことで、各地区の指導主事の指導力向上を図っていく。

①・・・指導主事による学校訪問
や研修の実施、パフォーマンステ
ストへの理解促進等により、児
童が楽しみながら、様々な言語
活動に取り組めるようになってき
ていることが考えられる。
②・・・パフォーマンステスト実践
事例集を作成し、HPに掲載した
ことで、複数回実施や単元ごとの
実施等、計画的・継続的な取
組につながったと考えられる。

①・・・授業中の言語活動に
ついて、R６は「話す（やり
取り）」が多かったが、R７は
「話す（やり取り）」に加え、
「聞く・読む・書く」に関する言
語活動が増えてきた。
②・・・パフォーマンステストを
実施している学校が増加し
た。 R６ R7
５年生 95.5% 96.8%
６年生 96.8%  97.1%

❶・・・授業中に言語活
動を５０％以上行ってい
る学校が減少した。

R6        R7
5年生 91.5％ 89.9％
6年生 91.8％ 90.5％
❷・・・言語活動における
技能間のバランスの不均
衡（特にやり取りへの集
中）が見られる。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

✓言語活動✓ ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

❶・・・言語材料について理解す
るための指導にとどまり、言語活
動への目的、場面、状況の適
切な設定に課題があることが要
因として考えられる。
❷・・・様々な取組を行っている
学校が増えてきているが、目的・
場面・状況の設定が明確でない
ため、聞く・読む・書く活動に広が
らず、特定の技能に集中しやすく
なると考えられる。



令和８年度 千葉県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

英語を使って、自分の気持ちや考えを即興で伝え合うことができる生徒の育成
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R7：55.3％⇒R8：57.5％⇒R9:60％）

○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R6：○％⇒R7：○％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶・・・英語力の見取りに関して
は、様々な指標を複合的に用
いる必要があるが、外部試験の
結果のみを参考にしている場合
があることが要因と考えられる。

❷・・・教師の文法指導や「読
むこと」等の一部の技能の指導
に時間を割いていることが要因
となっていると考えられる。

生徒の英語力向上のため、県として事業や研修等を継続的に実施し
ていく。
◆外国語担当指導主事による授業参観及び指導助言
外国語担当指導主事による授業参観及び指導助言を継続的に行う
ことで、教員の指導力向上を目指す。
◆４技能向上English Workshop
教員の英語力向上を図ることで、授業中の英語による発話量の増加
を通して、4技能をバランスよく指導することで、生徒の言語活動の充
実につなげていく。
◆英語教育連絡協議会
英語教育実施状況調査の結果分析及び生徒の英語力の見取り方
法についての確認を行い、同一歩調での見取りにつなげていく。
◆外国語教育におけるＩＣＴの実践的な活用研修
外国語教育の視点から、一人一台端末の活用や、ＩＣＴをさらに活
用するための理論と実践を学び、ＩＣＴ活用能力の向上を図ることで、
生徒の英語による言語活動がより充実するよう研修を行う。また本研
修の参加者が各所属校や各地域での研修を企画運営し、周知を
図っていく。
◆外国語指導助手及び外国語担当教員指導力向上研修会
ＡＬＴとＪＴＥを対象に、一層効果的な語学指導ができるよう必要
な知識・指導技術等を習得させるとともに、外国語教育に係る諸問
題について研究協議を行い、外国語教育の充実を図る。

①・・・教員の英語力・指導力の
向上を図る研修を継続的に行っ
ている。また外部試験として、英
検を活用しており、少しずつでは
あるが資格取得者が増加してい
る。
②・・・研修等を継続的に行うこ
とで、パフォーマンステストの定着
と多様化につながってきていると
考えられる。

①・・・CEFR B2以上を
取得している英語教員
の割合が上昇した。
    R6   R7
  46.0    →   62.9
②・・・パフォーマンステス
トに関しては、話す活動
（発表・やり取り）に加
え、インタビュー等を取り
入れる学校が増えてきた。

❶・・・３年生でCEFR A
１相当以上の英語力を
取得又は有すると思われ
る生徒の割合が減少した。 

R6 R7
55.9 →   55.3

❷・・・授業中に言語活
動を50％以上行っている
学校の割合が減少した。

R6 R7
69.0 → 61.6

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力✓言語活動 ✓ ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 ✓ その他AIの活用



令和８年度 千葉県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

英語を使って、社会問題等について、相手に分かりやすく説明し、討論することができる生徒の育成
○CEFR A２レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合 （R7：50.3％⇒R8：55％⇒ R9：60% ） 

○CEFR B１レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合 （R7：25.2％⇒R8：27.5％⇒ R9：30% ）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

①・・・CEFR B2以上の
資格を取得している英語
教員の割合が向上している。
(R6 79.7%⇒R7 81.3%)

②・・・CEFR B1レベル相
当以上の英語力を有する
生徒の割合が改善した。
(R6:22.9%⇒R7:25.2%）

➊・・・英語担当教師の英
語使用状況の割合に改善
の余地がある。
(R6:48.6%⇒R7:35.2%）

➋・・・生徒の英語による言
語活動の割合に改善の余
地がある。
(R6:55.4%⇒R7:51.3%）

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R6）、

目標（R7）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、令和７年度に重点的

に取り組む点について、明瞭かつ

具体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査の結果に

ついては必ずしもR6年度のデータ

である必要はなく、R5年度のデー

タを参考値として記載することも

考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点について

は、必ずしも施策・事業に結びつ

ける必要はございませんが、更なる

取組の充実のために施策・事業を

行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

QRコードを掲載すること。

• 特にグローバルに活躍することが
期待される層の拡充のための取
組については、必ず記載してくださ
い。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「高等学校

外国語教育（小中高連携

を含む）」に関する英語教育

改善プランを記載してください。

①・・・教員の英語力・指導力の向
上を図る研修を継続的に行っている。
また外部試験として、英検を活用し
ており、少しずつではあるが資格取
得者が増加している。

②・・・研修等をとおして、英語力の
適切な見取りへの意識が高まり、授
業改善が進んでいると考えられる。

生徒の英語力の更なる向上に向けて、「授業改善」「教員の英語力・指
導力向上」を重点として位置づけ、研修や事業を実施する。
◆外国語担当指導主事による授業参観及び指導助言
◆高等学校教育課程研究協議会による協議や実践共有
各校の英語教育の課題を共有し、その解決に向けた方策や具体的な
授業実践について協議する。その際、県内の好事例について、実際に使
用されたパフォーマンステストの課題、評価基準等を共有することにより、
各学校における即時の実践と持続可能な指導の改善を図る。
◆外国語教育におけるICTの効果的な活用研修
AI等を含むICTを活用することで、生徒の英語による言語活動が実践
できるように研修を行うことにより、授業改善を促進させる。
◆４技能向上English Workshop
教員の英語力向上を図ることで、教員の英語による発話量を増加させ、
生徒の英語による言語活動の充実につなげる。
◆英語教育拠点校実践交流会
英語教育拠点校（県立高等学校１3校）において、近隣の小中学
校及び県内高等学校の教員等を対象に授業公開を行い、校種間の連
携を促すとともに、優れた実践を他の高等学校に周知する。また、 外
部講師を招き、指導方法及び評価の改善について助言を受ける。
◆ALT 及び外国語担当教員指導力向上研修
直接雇用ALT及び英語担当教員にワークショップを中心とした実践的
な研修を実施し、ALTの効果的な活用について周知していく。

➊➋英語使用および言語活動の割
合が低下している背景には、授業が
説明中心となり、日本語による指導
が増加していることや、科目間の役
割分担が十分に機能していないこと
が考えられる。また、意見や主張を伝
え合う活動は評価機会が少なく、指
導方法や重要性の理解も十分でな
い可能性があり、対話的な言語活
動が定着せず、英語使用の広がりが
抑えられていると考えられる。



目標達成状況一覧表 令和8年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

58 45.9 59 50.1 60 50.3 55 60

30 21.9 30 22.9 33 25.2 27.5 30

100 49.9 100 55.4 100 100 100

100 36.1 100 41.1 100 100 100

設定（％） 100 75.3 100 100 100 100

公表（％） 100 40.9 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 43.5 100 100 100 100

90 75 95 79.7 100 81.3 100 100

100 42.1 100 48.6 100 35.2 100 100

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

58 53.7 59 55.9 60 55.3 57.5 60

100 67.3 100 100 100 100

100 75.1 100 100 100 100

設定（％） 100 95.5 100 100 100 100

公表（％） 100 48.4 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 66.1 100 100 100 100

65 44.7 70 46 75 62.9 75 75

100 61 100 100 100 100

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 100 61.1 100 100 100 100

公表（％） 100 24.4 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 48.8 100 100 100 100

千葉県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

指標内容

指標内容

指標内容
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